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 対象は 1997年 10月から 2014年 8月の間に当院で施行された小児(18歳未満)生体
肝移植 Roux-en-Y 再建術 539 症例のうち、経皮経肝的胆管造影にて吻合部胆管狭窄











 臨床的成功率は 83％(43/52 人)、拡張術による胆管狭窄の改善率は 94％(49/52 人)
であった。臨床的不成功とした 9 人のうち 4 人が死亡(2 人：肝不全、1 人：肝芽腫
の増悪、1 人：大量喀血)、2 人が慢性拒絶反応のため再移植、3 人が拡張術不成功だ
った。その 3 人のうち 2 人は外科的再吻合、1 人は体内へのカテーテル埋め込み術が
行われた。また、全ての症例において重篤な合併症はみられなかった。初回拡張術
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